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 歯垢中の細菌は sucrose を代謝して酸を生じる。 この酸がニナメル質を脱灰することがう蝕の
 初発の原因となる。 ことに 5オ7砂∫o`ooc欝 漉麗αηs はう館の発生に重要な関与をしていると考え
 られているが, この菌の 鐙crose のとり込みおよびそれに引き続いておこる単糖への分解過程に
 ついてはあまり明確にされていない。
 紐解ρ!oooo躍s 耀麓αηs stra沁 FIL の 畷crGse 代謝機構を明らかにするため・ これを glαcose
 および sαcrose を炭素源と して連続培養 しそれぞれの菌の乳酸産生速度を調べた。 Sucrose 培養
 菌は sucrGse, g重ucGse および {ructGse か ら同程度の速さで乳酸を産生したが、 giucose 培養菌
 の sほcrose か らの乳酸産生速度は g沁cose や fructose からのものより小さかった。 L/かしceiし
 圭ree extract のイ ンベルターゼの比活性はどの培養条件のものでもほぼ等 しかったので sucrose
 か らの乳酸産生速度の差がイ ンベルターゼ活性の差によるものではないと考え られるσ
 Sucrose 培養菌をトルエン処理したものは, p加sphoenoipyruvate (PEP) と 灘crGse とを共
 に二反応させる と p難osp亘orylsucrose, glucose 6-p難ospゑate (G6P), {r盤ctose 6-phosp鼓ate (F6P)
 および £ructose を生成 したが g1“cose 培養菌を トルエン処理したものは p盤osp恥r郵sucrose を
 ほとんど生成せず, 他の生成物の量も少な かった。 PEP の代わウに ATP を添加してもこれら
 のリソ酸化反応はほとんどおこらなかった。 また phosp至10rylsαcrose を G6P と 丘uetose に加
 水分解する酵素活性はイ ンベルターゼ活性の約10倍℃ それぞれの酵素の活性は 培養条件によっ
 てほとんど差がなかった。
 これらの結果は sucr・se が 弼P羅e費endeRt p垂ユ・s嚢1・・trans{erase system (PEP-PTS) によっ
 て phos曲ory工sucrose と して菌体内にとり込まれた後に G6P と f澱ctose に加水分解されること,
 sucrose の PEP によるり ソ酸化反応系が 綴crGse 培養菌で誘導されることを示 している。
 Glucose は PEP と反応してどの培養条件の菌でも同程度の G6P と F6P を生成したが ATP
 とは反応 しなかった。 これは g王雌cose が PEP-PTS によってとり込まれることを示している。
 S服crose の PEP によるり ン酸化反応は mono1oaoacetate で著明に阻害されたが g工銭cose のリ
 ン酸化反応はほとんど阻害されなかった。 これは sucrose の PEP-PTS が明らかに giαcose の
 PEP-PTS と異っていることを示すものである。
 Frαctose は ATP とも PEP ともよく反応して G6P と F6P を生成した。 ATP によるリン
 酸化反応は 蛇xokinase あるいは {澱ctok1nase によるものと考えられ, {ructose のとり込み機
 構が sacrose や g無cose とはまた異ったものであることが示唆される。 また {蹴ctose の P狂P-
 PTS は F6P を生成する系である可能性が考えられる。
 以上の結果から S.彿麗齪3FIL は sucrose を菌体外で g1雛cose あるいは {ructose に分解
 して単糖とした後に菌体内にとり込む経路のほかに, sucrose そのものを PEP-PTS によって
 phosphoryisucrose としてとり込み, そこでさ らに G6P と fructose に分解して代謝してゆく経




 う蝕は歯垢中の微生物が砂糖 (シュク・一ス) を分解して生ずる酸がエナメル質を脱灰するこ
 とでは じま る。 ま た, 歯垢中の微生物のなカ・でも, こ とに Stre費tGcoccug muta燕s (S. 斑αta鷺s)
 はう蝕の発生に重要な関与をしていると考え られている。 それにもかかわ らず, S. mut猟s がシュ
 ク・一スを代謝して 酸をつくる機構, ことにシュク・一スの菌体内への取り込みの機構と初期の
 代謝については, ほとんどわかっていなかった。 本論文は, S. mutans の F猛 株を種々の条件で
 連続培養し, 菌体そのもの, あるいは トルエン処理によって透過系をこわしたもの, あるいは無
 細胞抽畠液を用いて, シュク・一スの菌体内への輸送, および初期の代謝過程を明 らかにしょう
 と試みたものである。 その結果, 次のような知見を明確にした。
 1. S. muta鷺s はシュクP一スを細胞内に取り込む際卓 餐a鍛si㏄ation によ りフ 即ちす 解糖中間
  体 擁os画oendpyruva紛 よりリ ン酸を受け渡 しながら, 細胞内に取り込む。
 2. そのとき産生されるシュクロースのリン酸化誘導体は, 6G-p致os画oryis穏crose である。
 3. このようなシュクP一スリン酸化系は, この菌のもつグルコースリン酸化系とは, 明らか
  に異なったものと考え られた。
 4. 産生された 6G一凶os凶orylsuerose は菌体内の水解酵素により, さらに{ructoseと giucose
  6-p地sp薮ate に分解され, Embden-Meye由ofの解糖系で代謝されて, 酸をつくるに至る。
 5. シュクロースリン酸化系は シュクP一ス制限条件で培養することによって 誘導され, この
  ことが, このように培養した菌がシュクP一スをよく代謝し, 酸を多量につくる原園となつ
  ている。
 以上のように本論文 は, Streptococc囎 mu tans の シュ ク・一ス代謝に 重要な知見を 与え, う蝕
 の病因を閉 らかにし, さらにその予防法を 開発するための重要な基礎的知見を提供するものと考
 え られる。
 よって本論文は学位授与に値するものと認める。
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